
『 ひみつのプクプクハイム村 』 （えほん） 

ミヒャエル・ゾーヴァ／作・絵 木本 栄／訳 講談社 

プクプクハイム村は、むかし、

クサイハイム村とよばれていま

した。あるにおいのせいで、とっ

てもくさかったのです。 

 
『 こたえはひとつだけ 』 ★★ 

立原 えりか／作 みやこし あきこ／絵 鈴木出版 

 「妹なんて、いなくなればいい

のに。」ユミが思わず言ったとた

ん、あやしい男があらわれて、妹

をさらっていってしまいました。 

 

『 ドラゴン株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 』 ★★★ 

新城 カズマ／作 アントンシク／絵 岩崎書店 

エルマのもとに届
とど

いた１つの

種。植えてから７７７秒後に生

まれたのは、なんとドラゴンだ

ったのです。 

 

『 妖精
ようせい

 』 （ちしきの本） 

百々佑利子／監修 矢島眞澄／絵 グラフィック社 

妖精って、ほんとにいるの？

目には見えないけれど、人間に化

けていたずらしている妖精もい

るんだって。 

 

 
 

  
 

 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

富山市立図書館 こども版 としょかんだより  ２０１４年３月号  Ｎｏ．３５３ 

   

 

 ★＝ １・２年 

  ★★＝ ３・４年 
★★★＝ ５・６年 

 

『 まよなかのたんじょうかい 』 （えほん） 

西本 鶏介／作 渡辺 有一／絵 鈴木出版 

きょうはさきちゃんのたんじ

ょうび。でも、お母さんが夜にな

ってもかえってきません。なにか

あったのでしょうか。 

『 いすおばけぐるぐるんぼー 』 ★ 

角野 栄子／作 はた こうしろう／絵 小峰書店 

おばけのぐるぐるんぼーのと

くいわざは、イスをぐるぐるまわ

して、にんげんを空へとばすこ

と。ぼくも空をとんでみたいな。 



『 ワニのお嫁
よめ

さんとハチドリのお嫁さん 』 

（えほん） 

清水 たま子／作 竹田 鎭三郎／絵 福音館書店 

 長い間
あいだ

あらそっている二つの国

がありました。なかなおりをする

ために、それぞれの国のむすめを

お嫁さんにだすことにします。 

 

『 ひみつの花便
はなだよ

り 』 ★★★ 

田村 理江／作 高山 まどか／絵 国土社 

最近、花音
か お ん

はあるできごとか

ら、手紙を書くようになりました。

学校では言えないことも、なぜか

手紙だったら書けるのです。 

 

『 トム・ゲイツ トホホなまいにち 』★★★ 

L・ピーション／作 宮坂 宏美／訳 小学館 

トムの最悪の日は、先生の「び

っくりプレゼント」から始まり

ました。席がえで一番前の席に

なったのです。 

 『 自然がつくる色大図鑑
ず か ん

 地球・星から生き物まで 』 

（ちしきの本）         福江 純／監修 PHP研究所 

海が青く見えるのはなぜ？虹
にじ

はどうやってできるの？自然がつ

くる色は、ふしぎがいっぱいです。 

 

『 とうふができるまで 』 （ちしきの本） 

宮崎 祥子／構成・文 白松 清之／写真 岩崎書店 

とうふは、大豆
だ い ず

から作られて

います。でも、とうふと大豆の

形はちがいます。どうやってで

きるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読みたい本、さがしている本は窓口
まどぐち

で聞いてね！としょかんのホームページも見てください。 
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『 おひさまやのめざましどけい 』 ★ 

茂市 久美子／作 よしざわ けいこ／絵 講談社 

ひろしは、あさがにがてです。

ある日「おひさまや」で、まほう

のめざましどけいをもらいまし

た。 

 
『 花

はな

曜日
よ う び

 』 ★★ 

安江 生代／作 ふりや かよこ／絵 文研出版 

ルミは、こまっている人をほう

っておけません。だれかに親切を

した日を「花曜日」と言うんだっ

て。どうしてかな。 

 

『 ふわふわ 』 ★★ 

中山 聖子／作 尾崎 眞吾／絵 福音館書店 

 鳥インフルエンザがはやりだ

しました。香
か

枝
え

は、公園の白鳥

たちにうつるのではと、しんぱ

いでたまりません。 

『 にげだした王さま 』 ★ 

   宮下 すずか／作 石川 日向／絵 くもん出版 

本の中の文字たちは、夜
よる

だけぬけ

だします。かっこいいといわれた<王>

の字は、ほかの字をばかにして、みん

なをおこらせてしまいました。 

 


